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要旨 
たばこや喫煙に対する近年の日本の関心は、主に喫煙の規制に対して向けられている。

実際、法令による喫煙の制限に留まらず、禁煙支援活動や未成年者に対する喫煙防止教育

など、喫煙を「させない」「やめさせる」「始めさせない」活動が活発に行われている。 
これらの活動の根拠には、「喫煙が害をもたらす」という、大量の研究知見がある。たと

えば医学の分野では、喫煙（これには受動喫煙も含まれる）が癌を筆頭とした様々な疾患

のリスクファクターであることが実証的に主張されている。 
しかしこれらの研究は、そもそも「人はなぜ喫煙するのか？」といった問いには答えて

いない。様々な学問分野から人を喫煙に向かわせる要因が提案されてきたが、それらはい

ずれも断片的である。そのため、喫煙行動という現象全体を扱うには不十分で、喫煙行動

に対する説明力の高いモデルは存在しない。必然的に、喫煙に関する議論は偏ったものが

非常に多くなり、ほとんどは妥当性を欠いている。 
そこで本研究では、喫煙行動のメカニズムに関する説明力の高いモデルを生成すること

で、現在生じているこれらの問題を解消することを目的とした。 
先行研究で提案されたような様々な要因を扱うために、喫煙者を対象に、半構造化形式

のインタビューを行った。得られた逐語データに対し、修正版 GTAという質的データの分
析法を行い、喫煙行動のメカニズムに関するモデルを生成した。特に、喫煙習慣の変容に

焦点化したモデルを生成した。 
このモデルによれば、喫煙行動は２つのプロセスに分けることができる。１つ目は「初

喫煙から安定した喫煙習慣の形成に到るまでのプロセス」である。このプロセスでは、非

喫煙者が初喫煙を経験し、散発的に喫煙する段階に到り、習慣化のプロセスを経て習慣喫

煙の段階に到るまでを説明している。この過程での喫煙習慣は社会的・外的な要因によっ

て影響されることが非常に多い。しかもその影響のしかたは複雑である。昨今の喫煙に対

する否定的な側面を強調するキャンペーンが、却って未成年者の喫煙に対するイメージを

魅力的なものにするという、皮肉な結果がここでは見られる。 
２つ目のプロセスは「ひとたび安定した喫煙習慣が脅かされながらも維持されていくプ

ロセス」である。日常生活の一部となった喫煙行動は、他の生活習慣と関連しながら、喫

煙者の生活に組み込まれていく。彼らは状況に応じて喫煙の効用を利用するが、一方で明

白な動機付けを伴わない、無意識の喫煙も増えていく。昨今の喫煙に対する否定的な社会

的風潮によって、ひとたび安定化した喫煙習慣は再び脅かされる。喫煙者は様々な手段で

再適応を試みる。それはマナー意識とその実践であったり、禁煙に意識を向けることであ

ったりする。社会的な圧力に晒されながらも喫煙者が喫煙を続ける根底には、喫煙者が自

らを「ほどほどの喫煙者」として許容している感覚の存在が大きいと考えられる。 
以上の結果を元に、現在行われている様々な活動に対する提案が可能となる。まず社会

制度の立案に関しては、多様な喫煙者をひとくくりにするのではなく、喫煙の背景となっ

ている要因に応じてきめ細かい制度を立案することが有効であると推測される。また禁煙

支援については、喫煙者がどの喫煙段階にいるかということや、喫煙者がどのような効用

を喫煙から得ているかということについて細かくアセスメントを行うことで、適切な代替

物を用意するなどの介入が可能となる。 
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